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2022年初に 115.09 円で始まったドル円レートは、
22年末には 131.11 円に、23年末には 141.06 円

にと、近年にない急速かつ大幅な円安化が進んだ。米国
の中央銀行にあたるＦＲＢ（連邦準備制度理事会）が、
22年入り後、インフレ対策として急激な金融引締め政
策に転換し、日米の金利差が大幅に拡大していったこと
が主因であった。
　ところが、24年入り後も、ドル円レートは150円台
で推移している。内外金利差の観点に立てば、米国の政
策金利が既に天井をつけ、先行き低下がほぼ確実視され
ているにもかかわらず、さらに付け加えれば、日本もマ
イナス金利を解除し金利先高観が生じつつあるにもかか
わらず、である。

なぜこれほどの為替円安が定着しているのか？投機
筋とか円キャリートレードといった市場内部の説

明は抜きにして、ここではファンダメンタルズ──すな
わち国際収支構造の変化について２つ話をしたい。はじ
めに断っておくが、日本の経常収支全体では毎年20兆
円くらいの黒字を確保している。この点は心強いのだが、
問題はその中身である。【図】
　第1は、日本企業の対外直接投資（海外現地生産、海
外事業展開）の拡大である。かつてモノの輸出で稼いだ
外貨は必ず円に転換されていたのだが、これに代わる
直接投資の収益（第一次所得収支）は、
約半分が配当金の形で日本に還元され
てくるものの、残り半分は海外拠点で
再投資収益として内部留保され、円に
転換されない。海外拠点に留保される
額は年間10兆円にも上る。
　第２は、デジタル赤字の拡大である。
日本のデジタル化が進むほどに、OSや
アプリケーションのライセンス料、ク
ラウドサービス利用料、インターネッ
ト広告料など、GAFAMをはじめとす

る米国企業への支払いが増えている。この赤字額は年間
5.5兆円に上るが、今後も拡大が不可避なことから、見
過ごせない動きである。
　世上、インバウンド旅行客の回復による旅行収支黒字
（3.4 兆円）が話題になるが、残念ながらそれよりも大
きな規模なのである。

為替円安は、一般家計や内需型中小企業にとっては
大きな痛手である。貯蓄・投資している円資産が

目減りするし、物価上昇によって実質購買力も低下する。
他方で、海外事業展開をしている大企業は、（円換算ベー
スでは）収益が上振れするので、トリクルダウンがスムー
ズに進まない現状では、国内の格差拡大をももたらす。
　最近海外旅行をする日本人からは、現地の物価高に満
足な食事もできないと聞く。稼ぐために海外に赴く若者
も増えている。他方で、インバウンド旅行客の爆買いは
ますます気前が良くなるし、海外資産家の日本の不動産
購入も呆れんばかりである。
　残念ながら、為替レートを政策的に水準調整させるよ
うな方策は存在しない。円通貨圏である日本のフィール
ドが、全体として魅力を増すことでしか通貨価値を高め
る方法はないのである。産業技術、伝統文化、アニメ・ゲー
ム、和食、おもてなし…などなど、それぞれの持ち場で
皆が力を発揮することに尽きるとも言えよう。
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■ 製造元
有限会社 野火止製作所
代表取締役社長　川上広晃
〒 352-0011 新座市野火止 3-2-48
https://www. nobidome.com/

■販売元
株式会社 AQforward
代表取締役社長　川上博史
〒 352-0011 新座市野火止 3-2-48　㈲ 野火止製作所内
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　新築だったマイホームも、25 年くらい経つと

水道の配管が傷んでくる。赤水とか水漏れによっ

て気付かされる。そんなとき、かつてであれば

給排水管の交換という大工事をする必要があっ

たが、それに代わってこの「超磁場活水器コス

モス」を導入すれば、短時間・低コストで補修

できるのである。

　水道水の流れに対して強力な磁石が作用する

ことで、使いながらにして錆びの原因となるよ

うなカルシウムが取り除かれていく。そうする

ことで、半永久的に給排水管が長持ちするので

ある。管がきれいになるだけではない。水自体

が柔らかくなるので、そのまま飲んでもおいし

いし、女性からは洗い髪がさらっとしたとの声も聞かれるそうだ。

　納入先は多方面に亘る。最近では、新築の家に初めからコスモ

スを導入する事例がみられるほか、大型のコスモスを複数使用す

ることで、マンション、ホテル、鉄道駅などへ導入した事例

も数多い。将来的には、例えば農業用水に導入することで、

野菜・果物の品質向上・賞味期限延長を図るとか、養鶏・

養豚場の消臭に役立てるといった使い方も検討されてい

る。水は命の源泉である。水の品質向上がもたらす豊か

さは測り知れない。
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経常収支の推移

出所：財務省「国際収支統計」
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